
















































































































































































































































































運営・維持発話の割合は 2 組の方が多いという結果がであった．	表 3 は教師の 5 授業分の全発話




























説明 発問 指示 復唱 感情受容 応答 注意 雑談 合計 1回平均
１組 11.0% 4.2% 56.6% 7.5% 14.4% 2.0% 1.9% 2.3% 1723 344.6




























た．結果，1 組の教師よりも 2 組の教師のほうが有意に多く教科書（教材）に視線を向けていた．
児童・黒板・その他に関しては，両クラスの教師に差は見られなかった．両クラスの教師とも，
























が見られた．教室の前方では，1 組の教師は授業時間の約 60 ％を左前に位置しており，反対に，
























































回数 待ち時間 授業時間 割合 平均
1組 45回 440秒 4892秒 9.00% 9.7秒
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